
平成25年12月橋本市議会定例会会議録（第５号）その２ 

平成25年12月５日（木） 

                                          

（午前９時30分 開議）  ただ今議題となりました平成24年度各会計

決算の認定については、去る９月定例会にお

いて設置されました平成24年度決算審査特別

委員会の閉会中の継続審査に付していたもの

であります。 

○議長（石橋英和君）おはようございます。 

 ただ今の出席議員数は21人で定足数に達し

ております。 

                     

○議長（石橋英和君）これより本日の会議を

開きます。 

 本件について、委員長の報告を求めます。 

 平成24年度決算審査特別委員会委員長、５

番 森下君。  この際、報告いたします。今回提出された

請願は、お手元に配付の請願文書表のとおり

３件であります。これを会議規則第141条の規

定により、請願第12号 住宅リフォーム助成

制度創設を求める請願について 及び請願第

13号 城山台中央公園及び各公園内への屋外

健康器具設置に関する請願について は経済

建設委員会に、請願第14号 新聞購読料への

消費税軽減税率適用を求める請願について 

は総務委員会に、それぞれ付託いたします。 

〔５番（森下伸吾君）登壇〕 

○５番（森下伸吾君）おはようございます。 

 それでは、委員長報告をさせていただきま

す。 

 去る９月20日の本会議において、本委員会

に付託され継続審査となった認定第１号から

認定第14号までの平成24年度各会計決算の認

定14件について を審査するため10月17日、

18日に委員会を開催し、慎重審査の結果、認

定第１号、第10号、第12号、第13号は賛成多

数で原案認定。第２号から第９号、第11号、

第14号は、全会一致で原案のとおり認定すべ

きものと決しましたので、以下、その概要を

報告いたします。 

                     

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（石橋英和君）これより日程に入り、

日程第１ 会議録署名議員の指名 を行いま

す。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第88条

の規定により、議長において８番 山田君、

22番 中本正人君の２人を指名いたします。 

 認定第１号 一般会計については、歳出か

ら款別に審査を行い、質疑、意見等の主なも

のは次のとおりでした。 

                      歳出において、市税の回収が困難な案件を

和歌山地方税回収機構に依頼しているが、市

が機構に支出している負担金額に見合った効

果があらわれているのか とのただしがあり、

負担金額は市町村の規模や徴収実績、処理件

数から算出されており、平成24年度は657万

7,000円であった。同年度に機構が直接回収し

た金額は約3,200万円、また機構に依頼する対

象者であることを滞納者に事前通知したこと

により約7,460万円の納付実績があり、効果が

 日程第２ 認定第１号 平成24年度橋本市

一般会計決算の認定について から、日程

第15 認定第14号 平成24年度橋本市病院

事業会計決算の認定について までの14件 

○議長（石橋英和君）日程第２ 認定第１号 

平成24年度橋本市一般会計決算の認定につい

て から、日程第15 認定第14号 平成24年

度橋本市病院事業会計決算の認定について 

までの14件を一括議題といたします。 
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上がっていると考えている との答弁があり

ました。 

 地籍調査の進捗状況と、早く完了させる考

えはあるのか とのただしがあり、橋本市の

総面積127.64㎢のうち地籍調査が終了してい

るのは39.9㎢である。３班体制で年間1.5から

1.8㎢の進捗であり、調査完了に50年以上かか

る計算になるが、体制の見直しなど、できる

だけ早く地籍調査が完了できるよう努力した

い との答弁がありました。 

 市民活動支援事業補助金の市民活動の立ち

上げに対するめばえ事業と、その後の自立支

援に対するはぐくみ事業の今後の動向につい

て ただしがあり、23年、24年度と補助団体

は増えてきており、25年度からは検証のため

に補助金を交付した団体の追跡調査を行って

いる。また、相当数の団体が立ち上げられた

ことにより、今後新規の団体は減っていくと

考えている との答弁がありました。 

 橋本駅前の広域観光案内所の来訪者数、販

売実績について ただしがあり、案内所では

本市の物産販路拡大や観光ＰＲをしており、

24年度で4,132人の来訪と266万8,300円の販

売実績があった との答弁がありました。 

 職員の研修受講後の取り組みについて た

だしがあり、全受講者にレポートを提出させ

ており、理解度の把握に努めている。また、

各職場から選出した研修推進員が、研修推進

委員会においてどのような研修がよいのかな

どを協議し、計画を立てて実行している と

の答弁がありました。 

 市内の中小企業に対する支援策である中小

企業信用保証料補助金と商工業活性化資金利

子補給補助金の24年度実績が大幅に減額にな

っていることについて ただしがあり、長期

化した景気低迷により中小企業が投資や雇用

を生み出せなかったと考えており、今後、国

の補助金や支援策などを積極的に情報発信す

るなど、できる範囲で支援したい との答弁

がありました。 

 学童保育所において児童に対しての施設面

積は足りているのか とのただしがあり、学

童保育所の面積基準は、国のガイドラインに

より、子ども１人当たり概ね1.65㎡である。

城山地区学童保育所では新入生の増加により

増設する方向であるが、そのほかの学童保育

所については現時点において施設面積が足り

ないとは聞いていない との答弁がありまし

た。 

 住宅使用料の滞納の現状について ただし

があり、24年度で滞納額は現年度分で337万

7,100円、過年度分で5,757万4,256円である。

世帯数は、現年度分のみの滞納がある世帯が

18、現年度分と過年度分の両方の滞納がある

世帯が34、過年度分のみが93である。また、

過年度分のみの滞納がある世帯のうち現在入

居中が33、退去済みは60である との答弁が

ありました。 

 いのちを育む授業の内容と継続性について 

ただしがあり、授業は小学校と中学校におい

て保健師が行っている授業であり、小学校で

は出産の大変さを説明し、自己肯定感や命の

大切さを教え、中学校では妊娠について具体

的に説明し、命に対する責任を中心に教えて

いる。今後の継続性については、授業で使用

する子宮などの模型は以前に購入しており、

避妊具など消耗品の支出があるだけで、授業

を進めていくのに支障はないと考えている 

との答弁がありました。 

 伊都消防組合との合併協議について ただ

しがあり、伊都消防、高野町消防との３消防

本部の広域化について、協議は進展していな

いが合意形成に向け粘り強く取り組みたい。

まずは３消防本部による通信指令業務共同運

用の準備を進めている との答弁がありまし

た。 
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 郷土資料館の築年数と来場者数について 

ただしがあり、郷土資料館は昭和49年に建築

し、来年40年目を迎える。来場者数は、開館

当初年１万人台であったが、近年は年5,000

人台で推移しており、24年度は5,625人で市内

から3,092人、市外から2,533人となっている 

との答弁がありました。 

 樋門の箇所数について ただしがあり、市

内に24カ所あり、うち３カ所が本市の管理と

なっている との答弁がありました。 

 不登校対策に係る体制について ただしが

あり、現在、不登校児童生徒数は、小学校・

中学校合わせて84人となっている。教育相談

センター、適応教室、中学校に配置のスクー

ルカウンセラーによる対応など、児童生徒の

状況に合わせて対応している との答弁があ

りました。 

 南馬場緑地は近年、台風に伴う紀の川増水

で２回流されているが、国体のソフトボール

競技の会場として適当か。また、同緑地で開

催できない場合の対応は とのただしがあり、

宿泊施設、体育施設の状況から他競技の誘致

を考えていたが、ソフトボール関係団体から

の強い誘致要望と支援の申し出があり、同緑

地で近畿大会の開催実績もあることから、

終的に対応可能と判断した。その後、競技団

体の現地視察を経て正式に決定された。協議

会場は、プレ大会と本大会が同会場であるこ

と、できる限り集約されていることなどの要

件があるが、同緑地で開催できない場合を想

定し、高校のグラウンドなど代替地確保に向

け準備を進めている との答弁がありました。 

 歳入において、市税の収納率及び収納対策

について ただしがあり、24年度分の収納率

は、現年分98.34％、滞納繰越分21.59％とな

っている。滞納繰越分について、徴収強化を

始めた当初、収納率は上がったが、 近は厳

しい状況にある。現在は、まず滞納繰越を増

やさないよう現年分の徴収を強化し、滞納繰

越になった場合は、財産調査を進め、相談や

状況に応じ執行停止を行い、滞納整理にかけ

る時間の確保に努めている との答弁があり

ました。 

 討論に入り、反対の立場から、長引く不況

により、民間企業だけでなく市においても非

正規雇用が増えている。また、中学校給食や

定住促進策の実施、企業誘致など評価できる

点もあるが、地元企業に対する支援、活性化

に関する施策などの予算措置が不十分である

ため、本決算の認定に反対する との討論が

ありました。 

 賛成の立場から、24年度は４億1,000万円の

黒字決算となり、適正に予算執行されている

ため、本決算の認定に賛成する との討論が

ありました。 

 特別会計、企業会計に関する質疑、意見等

の主なものは次のとおりでした。 

 認定第２号 国民健康保険特別会計につい

ては、会計の運営状況と国民健康保険税率の

さらなる引き下げについて ただしがあり、

24年度決算において、歳入歳出差引額は約２

億8,290万円であるが、23年度からの繰越金、

精算により25年度に返還が必要な金額等を考

慮すれば、実質的な黒字額は約5,400万円であ

る。25年度においては、24年度と比較し予想

を上回るペースで保険給付費が増えているた

め、基金からの繰り入れ増等で対応せざるを

得ない状況となっている。毎年度、保険給付

費の増加や国・県の補助金等の状況を勘案し、

保険税率を検討したい との答弁がありまし

た。 

 認定第３号 簡易水道事業特別会計につい

ては、質疑、意見等はありませんでした。 

 認定第４号 住宅新築資金等貸付事業特別

会計については、収入未済額約３億5,000万円

の回収について ただしがあり、私債権であ
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るため公的な調査権限がなく、滞納者本人へ

の面談等により、資産や生活の状況を推測し

ている。滞納に至った状況などを確認し、ま

ずは分割納付を指導しているが、滞納者の状

況に応じて滞納処分、法的措置、債権の放棄

などのグループに分類し、取り組むことにな

る との答弁がありました。 

 認定第５号 公共下水道事業特別会計、認

定第６号 駐車場事業特別会計については、

質疑、意見等はありませんでした。 

 認定第７号 墓園事業特別会計については、

自然葬、公園墓地、森林墓地など墓園のニー

ズが多様化する中、本市でも導入に向けて研

究できないか とのただしがあり、橋本墓園

127区画、高野口墓園214区画の空き区画があ

るため、引き続き利用者の募集を行い、並行

してニーズの多様化に関しても研究したい 

との答弁がありました。 

 認定第８号 農業集落排水事業特別会計、

認定第９号 土地区画整理事業特別会計につ

いては、質疑、意見等はありませんでした。 

 認定第10号 介護保険特別会計については、

24年度に介護保険料を引き上げたにもかかわ

らず基金から繰り入れを行うなど、会計運営

は厳しいのか とのただしがあり、歳入歳出

差引額は約１億2,700万円であるが、基金から

の繰り入れ等を差し引くと厳しい状況である。

25年度は同様に基金からの繰り入れで対応で

きるが、26年度の運営は非常に厳しくなると

考えている。介護予防事業をより積極的に進

め、保険給付費の抑制に努める との答弁が

ありました。 

 認定第11号 指定訪問看護事業特別会計に

ついては、質疑、意見等はありませんでした。 

 認定第12号 後期高齢者医療特別会計につ

いては、保険料の特別徴収と普通徴収の人数

割合について ただしがあり、25年７月の本

算定時では特別徴収6,635人、普通徴収2,101

人である との答弁がありました。 

 討論に入り、反対の立場から、年金額が下

がる反面、保険料は上がる一方であり、市民

生活に与える影響が多い。また、制度そのも

のの廃止を求めているため、本決算の認定に

反対する との討論がありました。 

 認定第13号 水道事業会計については、水

道料金の滞納に対する給水停止について た

だしがあり、督促書、催告書を発送し、一定

期間経過しても未納であれば給水停止の対象

となる。ただし、給水停止は命にかかわる問

題であるため、訪問を重ね状況を把握した上

で停止することになる との答弁がありまし

た。 

 討論に入り、反対の立場から、累積欠損金

に加え、第５次拡張事業に多額の費用が必要

となるなど、今後も市民に高い料金負担を強

いることが予想されるため、本決算の認定に

反対する との討論がありました。 

 賛成の立場から、水道の安定供給のため

日々努めている状況を評価し、本決算の認定

に賛成する との討論がありました。 

 認定第14号 病院事業会計については、中

央社会保険医療協議会の分科会は、来年度の

診療報酬改訂において７対１看護の適用要件

を厳しくする方向で中間取りまとめを行った

が、本病院への影響について ただしがあり、

終結論に至っていないが議論されているの

は事実である。７対１看護について、市民病

院は、看護師の労力がどれだけ必要かを示す

指数である看護必要度や平均在院日数の要件

をクリアしている。その一方で、地域の中核

病院として、医師、看護師の数、患者の動向

を勘案する中で、果たして平均在院日数の短

縮が地域医療としてふさわしいのかなどの議

論もあり、現在は、長期入院が可能な亜急性

期病棟の開設や病状管理に向けて調整してい

る との答弁がありました。 
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 以上、報告を終わります。 

○議長（石橋英和君）ただ今の委員長報告に

対する質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、こ

れをもって質疑を終結いたします。 

 これより認定第１号の討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

 ２番 阪本君。 

〔２番（阪本久代君）登壇〕 

○２番（阪本久代君）平成24年度橋本市一般

会計決算の認定について、反対の立場から討

論を行います。 

 市税のうち、前年度と比べて増えたのは個

人市民税、軽自動車税、入湯税で、全体とし

ては減額です。また、個人市民税が増えたの

は、税制改正による扶養控除の減額、廃止等

によるもので、収入が増えたということでは

ありません。法人市民税が減額しただけでは

なく、中小企業信用保証料補助金も減少する

など、市内の中小企業は長引く不況の中で息

切れ状態となっています。全中学校での給食

の実施、新婚世帯住宅取得補助金の開始など、

若い世帯の定住促進に向け前進面もありまし

たが、市内業者を応援し、活性化する施策が

不十分です。 

 日本共産党議員団は、市内業者の仕事が増

え、地域経済が活性化するようにと住宅リフ

ォーム助成制度を提案してきましたが、実現

しませんでした。橋本市民病院を独立行政法

人化するための橋本市民病院事業支援基金

5,000万円の積み立てが開始されましたが、橋

本市民病院の独立行政法人化には反対です。 

 以上をもって反対討論とします。 

○議長（石橋英和君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、こ

れをもって討論を終結いたします。 

 これより認定第１号 平成24年度橋本市一

般会計決算の認定について を採決いたしま

す。 

 委員長報告は認定であります。本決算は委

員長報告のとおり決することに賛成の諸君の

起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（石橋英和君）起立多数であります。 

 よって、本決算は委員長報告のとおり認定

することに決しました。 

 次に、認定第２号の討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより認定第２号 平成24年度橋本市国

民健康保険特別会計決算の認定について を

採決いたします。 

 委員長報告は認定であります。本決算は委

員長報告のとおり決することにご異議ありま

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本決算は委員長報告のとおり認定

することに決しました。 

 次に、認定第３号の討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより認定第３号 平成24年度橋本市簡

易水道事業特別会計決算の認定について を

採決いたします。 

 委員長報告は認定であります。本決算は委

員長報告のとおり決することにご異議ありま

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（石橋英和君）ご異議なしと認めます。  これより認定第６号 平成24年度橋本市駐

車場事業特別会計決算の認定について を採

決いたします。 

 よって、本決算は委員長報告のとおり認定

することに決しました。 

 次に、認定第４号の討論に入ります。  委員長報告は認定であります。本決算は委

員長報告のとおり決することにご異議ありま

せんか。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ご異議なしと認めます。 

 これより認定第４号 平成24年度橋本市住

宅新築資金等貸付事業特別会計決算の認定に

ついて を採決いたします。 

 よって、本決算は委員長報告のとおり認定

することに決しました。 

 次に、認定第７号の討論に入ります。 

 委員長報告は認定であります。本決算は委

員長報告のとおり決することにご異議ありま

せんか。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ご異議なしと認めます。  これより認定第７号 平成24年度橋本市墓

園事業特別会計決算の認定について を採決

いたします。 

 よって、本決算は委員長報告のとおり認定

することに決しました。 

 次に、認定第５号の討論に入ります。  委員長報告は認定であります。本決算は委

員長報告のとおり決することにご異議ありま

せんか。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ご異議なしと認めます。 

 これより認定第５号 平成24年度橋本市公

共下水道事業特別会計決算の認定について 

を採決いたします。 

 よって、本決算は委員長報告のとおり認定

することに決しました。 

 次に、認定第８号の討論に入ります。 

 委員長報告は認定であります。本決算は委

員長報告のとおり決することにご異議ありま

せんか。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ご異議なしと認めます。  これより認定第８号 平成24年度橋本市農

業集落排水事業特別会計決算の認定について 

を採決いたします。 

 よって、本決算は委員長報告のとおり認定

することに決しました。 

 次に、認定第６号の討論に入ります。  委員長報告は認定であります。本決算は委

員長報告のとおり決することにご異議ありま

せんか。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ご異議なしと認めます。 
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 よって、本決算は委員長報告のとおり認定

することに決しました。 

 次に、認定第９号の討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより認定第９号 平成24年度橋本市土

地区画整理事業特別会計決算の認定について 

を採決いたします。 

 委員長報告は認定であります。本決算は委

員長報告のとおり決することにご異議ありま

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本決算は委員長報告のとおり認定

することに決しました。 

 次に、認定第10号の討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

 ３番 富岡君。 

〔３番（富岡清彦君）登壇〕 

○３番（富岡清彦君）平成24年度介護保険特

別会計決算に反対の立場から討論を行います。 

 反対理由の一つは、大幅に保険料を引き上

げたこと、多くの市民から苦情が寄せられて

います。介護保険の制度上、一自治体ではど

うすることもできないことは理解できますが、

国への負担金の増額をもっと強く働きかけて

いただきたい。 

 二つは、高い介護保険料を支払いながら、

十分にサービスが受けられないことです。過

日の一般質問でもありましたが、私どもにも、

申請時、要介護から要支援にサービスを引き

下げられ困っていると、こうした声を複数聞

きます。 

 三つは、政府はさらなる改悪を準備してい

ることです。介護保険から要支援１、２を廃

止してしまおうとしていること、利用料金を

１割負担から２割負担に変えようとしている

ことです。 

 以上、反対討論といたします。 

○議長（石橋英和君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、こ

れをもって討論を終結いたします。 

 これより認定第10号 平成24年度橋本市介

護保険特別会計決算の認定について を採決

いたします。 

 委員長報告は認定であります。本決算は委

員長報告のとおり決することに賛成の諸君の

起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（石橋英和君）起立多数であります。 

 よって、本決算は委員長報告のとおり認定

することに決しました。 

 次に、認定第11号の討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより認定第11号 平成24年度橋本市指

定訪問看護事業特別会計決算の認定について 

を採決いたします。 

 委員長報告は認定であります。本決算は委

員長報告のとおり決することにご異議ありま

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本決算は委員長報告のとおり認定

することに決しました。 

 次に、認定第12号の討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

 ２番 阪本君。 

〔２番（阪本久代君）登壇〕 

○２番（阪本久代君）平成24年度橋本市後期

高齢者医療特別会計決算の認定について、反
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対の立場から討論を行います。 

 後期高齢者医療制度は、75歳以上の高齢者

を対象にしたものです。人は誰でも年をとる

と体のどこかが不調となり、医者にかかるよ

うになります。医療費のかかる高齢者に医者

にかかればかかるほど保険料が高くなる仕組

みをつくり、２年ごとに保険料の見直しが行

われます。平成24年度も保険料の値上げが行

われました。 

 日本共産党は後期高齢者医療制度を廃止し、

老人保険制度に戻すことを求めています。 

 以上をもって反対討論とします。 

○議長（石橋英和君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、こ

れをもって討論を終結いたします。 

 これより認定第12号 平成24年度橋本市後

期高齢者医療特別会計決算の認定について 

を採決いたします。 

 委員長報告は認定であります。本決算は委

員長報告のとおり決することに賛成の諸君の

起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（石橋英和君）起立多数であります。 

 よって、本決算は委員長報告のとおり認定

することに決しました。 

 次に、認定第13号の討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

 ３番 富岡君。 

〔３番（富岡清彦君）登壇〕 

○３番（富岡清彦君）平成24年度水道事業会

計決算に、反対の立場から討論を行います。 

 反対理由は、橋本市の基本料金は県下の自

治体の中で一番高い金額となっていることで

す。水道会計は、合併後、黒字会計が続いて

います。また、私どもが指摘をしておるんで

すけれども、市民病院に対して24年度も６億

円もの融資を行っています。基本料金の引き

下げは十分可能であると考えますが、実行さ

れていません。 

 水道懇話会でも高い水道料金について意見

が出ていました。大滝ダム負担金、維持管理

費の問題も議論があり、一定の減額が実現す

るとのことです。懇話会を傍聴しての感想は、

県下一高い水道料金の見直しが検討されるこ

とになると確信をいたしています。 

 以上、反対討論とします。 

○議長（石橋英和君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、こ

れをもって討論を終結いたします。 

 これより認定第13号 平成24年度橋本市水

道事業会計決算の認定について を採決いた

します。 

 委員長報告は認定であります。本決算は委

員長報告のとおり決することに賛成の諸君の

起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（石橋英和君）起立多数であります。 

 よって、本決算は委員長報告のとおり認定

することに決しました。 

 次に、認定第14号の討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより認定第14号 平成24年度橋本市病

院事業会計決算の認定について を採決いた

します。 

 委員長報告は認定であります。本決算は委

員長報告のとおり決することにご異議ありま

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本決算は委員長報告のとおり認定

することに決しました。 
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